
教員養成の「質保障」の動向と
教職課程の課題

2022年より大学・短期大学の教職課程の自己点検・評価が義務付けられるよう
になった。教職課程に対する点検・評価は2006年からの教職課程実地視察導入

を皮切りに、再課程認定、さらに自己点検評価導入へと展開してきた。一連の流
れについて、主として私立大学を例に報告いただく。この間に、文部科学省は、
教職課程の内容について、教育学・心理学分野だけでなく、開放制大学の教科に
関する科目の内容にまで規制をかけようとしている。さらに、大学等自体、ある
いは大学等どうしで点検し合う方向へと舵を切ってきている。これらの動向が教
員養成にもたらすものを検討し、今後の課題について議論を深めていきたい。

講師 中井 睦美 氏（大東文化大学 文学部・教職課程センター 教授）

日時 2025.2.18  14:00~16:40

会場 北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟４階W410教室

プログラム 14:00~ 主旨説明・中井先生の紹介
14:10~ 中井先生の講演
15:20~ 休憩
15:40~ 質疑応答・討論
16:40~ 終了予定

申し込み
参加申込メールアドレス：moe-endo@edu.hokudai.ac.jp
メールでのお申込みの方は以下の２つの回答をお願いします
①お名前
②ご所属

右のQRからでもお申込みができます。

主催：北海道大学大学院附属子ども発達臨床研究センター 教職高度化研究部門

参加
無料
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